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１ はじめに

学校間交流学習をはじめよう：稲垣忠編著（日本文教出版）の中に次のようなことが載っている 「クラスの中な。

ら当たり前のことも、相手の学校にはわからないことだったりする。おとなや地域の人であれば意味を汲み取ってく

れたりアドバイスをもらえるところが、うまく伝わったのか定かでないもどかしさを感じることもある。自分の思っ

ていること、言いたいことを、全く知らない相手に本気で伝えようとがんばる経験をさせられるのである 」ここに。

あるように、まったく知らない相手に、本気で伝えようとする経験が今の子どもたちにとって必要であり、そのため

にはＩＴを用いた、学校間交流学習がもっとも効果的であると考え、標記主題のもと３校による実践を行った。

２ ３校、各クラスの概要

山形県白鷹町立 鮎貝（あゆかい）小学校 ４年生 名 山間部が多く、農業・果樹栽培の盛んな地域40
山形県川西町立 犬川（いぬかわ）小学校 ４年生 名 平野部で水田が広がる地域13
宮城県気仙沼市立鹿折（ししおり）小学校 ５年生 名 海・山・川・町のある地域で、白鷹町とゆかりあり32

３ プロジェクトの概要

（１） ＩＴを用いたコミュニケーション力の育成のための５つの視点

① 地域差・学年差を生かした学習プログラムの開発

② 鮎貝小－犬川小のと直接交流体験を生かした学習の展開

③ 交流を支えるコミュニケーションスキルの育成

④ コミュニケーション・ツールの効果的活用の工夫

⑤ 指導者間の連携体制の確立

（２） 実践の柱「鮎犬鹿プロジェクト」

３校それぞれに「地域の特産物 「お祭り 「水生生物」の３観点で調べ学習を行い、ＩＴ機器や直接交流等」 」

の手段を用い、異なる地域の児童が共に学ぶ活動を通して、コミュニケーション能力の育成を行っていく。

（３）プロジェクトの足跡及び今後の予定

月 日 活 動 内 容 備 考

。 ，５月 ３校による交流開始。コンピュータスキルを高めることと、互いの自己紹介を 第１回意識調査実施 指導者間でメール

兼ねて、ＮＨＫ「たった一つの地球」掲示板を用いて学校紹介を行う。 ＭＬによる情報交換を開始。

鮎貝小と犬川小で第１回直接交流を実施。名刺交換会、ゲーム，会食等顔合わ６月

せの後，社会科の一環で「千代田クリーンセンターゴミ処理場」見学。成果と１７日

感想をまとめた新聞の交換。

メインプロジェクト開始。３校それぞれに、地域の河川における「水生生物調 指導者連絡会議（東北学院大学）７月

査」を行い、記録する。地域の特産品，自己紹介カード交換。

「Ｄ－ｐｒ 宮城」及び指導者連絡会議参加、各校の様８月 o in

子と今後の見通しについて話し合う。評価規準の見直し。６、７日

３校それぞれに 「地域の特産物 「祭りや文化」についての調査活動を行い、９月 、 」

資料を集める。国語科と連携した取り組みを開始。

ホワイトボード共有システムやインターネットテレビ会議を用いて、学習のま１０月

とめを行う。学習の状況と内容について交流しあう。

鮎貝小と犬川小で第２回直接交流を実施。山形県の内陸（置賜）地方の「地域 第２回意識調査実施。１１月

の特産物 「水生生物 「祭りや文化」について協働で成果物を作成し、鹿折小」 」

に伝える。

鹿折小とのテレビ会議・ホワイトボード共有システム活用による交流をもとに １２月１日「先進 活用教育シンポジ１２月 、 IT

まとめを行う。 ウム 宮城」in

「雪国の暮らし（日本海側）と雪の降らない地域の暮らし（太平洋側 」テーマ 第３回意識調査実施。指導者連絡会議。２月 ）

にテレビ会議で交流。 成果と課題についてまとめる。

テレビ会議等・ムービーレターを交換し合い，今年度の取り組みを振り返り，３月

お礼の気持ちを伝え合う。活動を振り返り，自己の成長に気付く。
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４ 実践の内容

（１）３校による共同学習プランの展開（視点①，④，⑤）

地域の特色や児童の実態，学習内容を洗い出し，地域差・学年差を生かした学習プランを作成した 「鮎犬鹿。

プロジェクト」を柱とし，教科の学習にも交流学習を積極的に取り入れ，コミュニケーション能力の育成を図っ

。 ，「（ ）」 ， ，た また 稲垣先生のお助けプロ に参加するなど 指導者間の連携を綿密に行うための機会を持ちながら

学校間交流の効果を上げるための学校のＩＴ環境の整備に努めた。

（２）国語科で培った力を生かし、深める交流学習（視点①、③）

今、子供たちは、自ら学び考える力などの「生きる力」を身につけること、特に国語科では、言語によって伝

え合う力を身につけることが求められている 「伝え合う力」とは、人間と人間とのかかわりの中で、互いの立。

場や考えを尊重しながら、言語を通して適切に表現したり正確に理解したりする力である。国語科で身につけた

、「 」 、 、基礎・基本の力を 交流学習を通して磨く ことが 日常生活で生きて働く国語の力の育成につながると考え

次のような授業実践を行った。

① 実践例「学校紹介をしよう」

お互いを知り、学習意欲を喚起するために、インターネットテレビ会議を用いて、学校紹介を行った。学習の

ねらいは、次のとおりである。

○発表のための構成を考え、相手に分かりやすく話すことができる。○相手やその場の状況に応じて適切な言葉遣いでインタ

ビューをすることができる。○ 話の要点をメモしながら聞き、感想を持つことができる。

、 （ ） （ ） （ ）これらの学習活動を行う上では 事前 テレビ会議準備 →事中 テレビ会議 →事後 テレビ会議後の評価

のサイクルを大切にし、基本話型と聴型を定着させるために、国語科の時間や朝の時間を活用してトレーニング

を行った後、テレビ会議に臨ませた。テレビ会議では、ワークシートを用い、学習活動の視点を明確にした。事

後は、児童間の相互評価と教師による言葉がけを重視し、達成感を持たせるようにした。その結果、互いの話を

受けて説明をしたり、質問をしたりとコミュニケーションを成立させるための基礎となる力をつけることができ

た。本実践では、この他にも国語科の発展的活動としての交流学習プランをいくつか作成し、実践している。

（３）意欲を高めるためのＩＴ活用（視点①、③、④）

コミュニケーション能力の基盤となるのは、コミュニケーション・スキルを支える意欲であると考え、児童の

意欲を喚起するためのＩＴ活用の方策をさぐった。

① 実践例「ｗｅｂ学級日誌の活用」

鮎貝小－犬川小の第１回直接交流に向けて 「ｗｅｂ学級日誌」のメッセージ機能を活用して、情報交換や、

計画立案を行った。子供たちは、交流当初、学校外の友達と交流することやＩＴ活用に関して戸惑う様子を見

せていたが、毎日、メッセージの交換を重ねるうちに不安は取り除かれ、直接交流に対する意欲が見られるよ

うになってきた。

② 実践例「ホワイトボード共有システムの活用」

鮎貝小が、ホワイトボード共有システムを活用して写真入り

の自己紹介を行っているのを見た子供たちは、自分たちも自己

紹介を行いたいという希望を持ち、進んでコンピュータに向か

。 ， ，い始めた また 作品に対する他校からの評価やアドバイスは

児童が自分たちの取り組みや作品を見直し，さらに高めていこ

うという意欲につながった。

③ 実践例「テレビ会議の活用」

犬川小－鹿折小では、テレビ会議システムを利用して学校紹

介や情報交換を行った。事後の感想や事後評価では 「楽しか、

った」という声が多く聞かれ、その数は、メールや掲示板，ホ

ワイトボードを活用した交流の時の数を上回っていた。

（４）直接交流とコミュニケーション能力の育成（視点②、③）

① 実践例「合同社会科見学」

鮎貝小－犬川小では、直接交流学習を行った。両校とも単学級で保育園からの人間関係が固定化しているた

めに、新しく出会った友達との出会いに戸惑う児童が多かった。名刺交換会・合同の食事・ゴミ処理場見学な

どを行い、それらの中で徐々にうち解けあえるようになってきた。直接交流によりＩＴ機器を通じた向こうに

も人がいることを意識しながら、コミュニケーションを図ろうとする様子が見られてきた。

５ 実践の成果と課題

ＩＴを活用した学校間交流を通して，児童のコミュニケーション能力を高めることは，可能であると考える。具体

的な児童の活動の様子や変容については，当日のプレゼン資料をご覧いただきたい。今後は，ＩＴを活用した学校間

， ， 。交流の効果を広く認知してもらえるよう 評価のあり方を模索しながら さらに学習プログラムを改善していきたい




